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 鹿児島県アワビの種類と争布、並びにクロ
 アワビの産卵誘発と幼生～稚貝の飼育試験

養.殖都

 鹿児島県のアワビの年産額は昭和40年度で1王658侮、Iこれを全国総生産
 額の43μ0竜に比較す・ると儀ふにα3男を占めるにすぎないが、県内の半数以
 上が生産される甑島では古くから明鞄にカロエさ.れ、こ机は主だ中国向け輸出品と
 して香港市場に送られ、こ』では“こしきアワビ。として晶質的に高い評価がな
 されている。そして地元ではこの事業の振興を計るべくアワビ資源の増産対策余
 ・真剣に検討されている翠状である、そこで当本試としては昭和38年度からこ?資
 源維持増殖の一策として人工種苗育成の方途を継続試験中である。

 Iアフピの種撃と分布・
 本県睦息するアワビ(トコブシ類を除く)の種類には、クロアワビ、メガイ・
 マダカ、エゾアワビの類型(猪野)が挙げられているが・これら種類について
 県下全域にわ一たった分布、生産比率について未だ充分な調査がなきれてなく判
 然とし次いが特定地域についてのこれ一までの調査報告、(1949)岩洲・
 (1953)猪野一、

 (1962～τ96-5)

 鹿本試、を集約する

 と図1のような分布

 がみられ、更にこれ

 を漁協別の水揚高

 (表1)と関連付け

 て考えると県内産ア

 ワビ=cP80系まrε一ま

 クロアワビで、残り

 をメガイ、エゾアワ

 ビ類と極く僅かなマ

 ダカで占めることが

 。推定される。

 なお、漁協別の生

 産には計上されてい

 ないカミ、最近棲息が
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表1  年次別、漁協別水揚高
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 皿クロアワピ亘・ユ・中1'吐・帥・1.の産卵誘発と幼隼～稚貝の飼育試碑
 1・痘去1ど鮒碑苗試験経過
 ○.弔利手8年度
 解度として供試母員の成熟期を把握するために1・々・・か30日・=一1
 1!月・・目一1・月・日の2回に分かれて鵬里脈師・延6回採貝、
 し・こ.れに温度刺戟による産.卵誘発を試李たカ…11月28日・12.月1戸
 の2回だ冷受精卵が得ら丸V8■igerの発辛が認められ牟。その後この幼
 生g飼育を続けるだやに12月5日試験船「かもめ」にて13時蔚…0分
 を婁しセ当本試察験室牟海上論送を試み差が、準中の衝撃等により1幼殻の'
 .剥離され帥のや蜷死す予もbが多く・その後輝長1g'棚以上.に成長鮪、.
 .の出来.たものは健午に12禰隼すぎたかった。
 ○昭和39年度

 化簑幾幾掌筆鷲桑二鳥幾㌫簑三三1
 ましいと考えられたので、今年度は11月13目、12月10目、12月・・

 幾箒章城㌘廃水族館外池に】時着叫供㍗たが'1
0昭和40年度

 過去2ヶ年の経験から成熟個体の出現する時期がかたり集約されたが・…
 必ずしも.肉眼観築・つま1生準巣の充実著しk肥大・たもの・が供試貝とし..
 ての条件を一満たすものでなく、こ弔いった貝の選定後の飼育環境が大きく

 影響すると考えら舛ので、今年度は里村に滞在し係員後の員の管理に充.
 雅意するごいし産卵群発実験を里村と当本試実験邸率いて行在っ允、。
 その結果11月15.目・12月3日～8日1(桜島繊鉋舛瀧でト8蝸∵
 蓄養後供試)に多くめV日ユig巳rが得られ、これを引続き室内飼育し、鼓一
 長10棚以上の雄一員850個を採苗埠率担。
 ・昭和・1年度浦内産用アワビの螂1誘発と鮎一稚貝鮪試馳こ?い㌣..、
 材料と方一法
 a).実験場所鹿I児島市城南町県水産衰駿場実験室
 b・)供試貞一

 母貝は過郊ヶ年鮒町郷していたヵ1、本年卵蝉貝・坤い・とド1ヂ
 嚇から上納液内漁協納長目の浜一しわ正一泊11に下.11那目㌻
 特別採捕し、理地で生殖巣の・良く発達したものから30個(雌=16個、
 雄114個)を選別した後・これを中甑港内に垂下・翌勲8帯再婁引・き揚……I
 げポ1バケツ・個に・分けて串木野経由～桜島水族蜷に携紬挙パ琴蹄、輿.
 ・時即・分)し水族館外池1こ讐7炉のポ1㍗に大和町辞レ,㌔
 そし千ぞ畔は二'一ぺ1月1千日干1二・戸1・冒、1イ見・貞月ρ=・回1に4チ・一
 け供試し幸。

 ・CI)一・産卵誘発

 ピれ童での試験で産卵誘紅明師戟抽も育枇手段であ識とが三.、



 判ったので今年度はこの反覆温度刺戟によった。産卵誘発に用いた水槽は.

 (縦64X横32×深き30・㎝)の塩ピ水槽で・この申に毎。回雌雄.5～6
 個あての母・貝を入れ、ビニール蛇管方式による温度刺載(温度勾酉己4・5～.
 6.3%)によって産卵誘発を行なった目

 a)採卵.(受精)～幼生飼育

 .上記温度郡戟によって誘発された愛精卵は.ビニー々芦にて54ビーカー
 に収容、この申でミュラーガーゼにて狭雑物を除去、充分淳過海水セ洗瀧
 した後5～Z54のガラス水槽に移し、更にこれを195}20,7℃の値

 温槽に水浴・させ、18}20時間経通後財。ohgpho子e初輝て…回転率動を
 始め出したものから順次取りこれを次記飼育水槽に14当り300～500一
 個あてsetし飼育を行なった。なお、これらの飼育水槽は室温に放置され
 たもの(11～19℃)と、ヒーターによって(18～24℃)温度調整
 を行なったもの、更に艀北後2、目、32日目に桜島水族館外池の垂下
 .飼育に切り替えたもので成長・歩滅りほつ、・て比較を試みた。.
飼育水槽内訳
 11月.18目婚化のもの

醐

 アクリル製水槽(ア・2×37x31)804容4槽

 ガラス水槽ご径38㎝円筒水槽)604容4槽
"(餌料種比較試験)15石容5槽
 "ア5～春5槽

"(餌料種比較試験)箏4容5槽
 "1-e客5槽.

 1.1月26目艀化のもの
 ガラス水槽154容・2稿

 ・).餌料生物

 浮游幼生期間中には予め培養したCh鯛to08ro呂,昌p:P■aty岨。na冒。

4

 phaeo蝸。ty■u㎜、Ni加schキaを1cc当り10あてになるように投与
 L、底棲移行してからは予め透明余リ波板、一ガラス板に前記餌料生物を着
 生させたものや胴viou■aを主とした付着硅藻を着生した波板を仮り替え

 ながら飼育を続け、吸水孔の形成が始まる殻長2.・2湖.に達してからは微小
 藻類や硅藻の着生した岩石を一部に入れ、更に殻長4腕になったものには

 .ワカメ・ハパノリ・アオサ等の生海藻を与え郵育を行なった。

 班結果と考察

 1、供試母員について

 。昭和38γ40年度までは里村沿岸にて採貝していたが、大型で良品種の
 親貝苧浦内(長目の拝・～しようじ浦)に多・いということで採捕地を浦内に変
 更したが・精巣的には供評早の大きさは大差なく、誉しろ大型貝には成熟個
 体が少なかった。しかも11月8日に採捕された貝の生殖巣の発達程度を里
 村のこれまでの調査資料と比較すると雄の個体には発達したものが多く・みら



 れるが、雌は少ないという雄精先熟の傾向は同じで、塵かに雌の発達した個体
 が多くみられたに過ぎたかった目

 奉2浦内、里村産の供試貝の大きさと生殖巣の肉眼観察の比較

 採捕地採取崩1讐雄箒殻‡均等量幾二等肉箒摘要
 S胴g14,742♀211,316当目の海水温

 浦内41.11-8・16143011・9220ア61301283♂410'I.石21.9}222
S1461415♀1ア8

 里村。・.11.ア・・1・!11…川・111・・1…,。11㌃・一229

 2、産卵誘発'

 11月8目に藩内で採捕され牟母貝を桜島水族.館外池に移。し・アオサ、コγ
 フー(乾物)を投与しな・がら蓄養中のものから、11月14目♂=6、♀二6:

 11月18日♂=5・♀=6:1.1月26日♂=2・・♀「3それそれ選定・一本
 試実験室にて温度刺戟による産卵誘発、表5を試みたが、その結果11月18
 日(受精率82第)、11月26日〔受繕率55男)に受精卵が得られ、この
 表3温度刺戟による産卵誘発例

           月目水温℃放出ま.で・の時間            一一一'・受精供試写'一■一■o'一一♀i♂擢珊・目

           白1111、温度刺戟
           当初飼兆一温加塩刺.戟温度♀(階.分)♂(時・分)

           I1・1,1421.22フ11単一5.9]ユIn00-55一hm0-0-1-5一6611,。8ビニール管によ一一る蛇管方式
           11.1820.3270.単一6.7h揮01-35.h湖00-10多卵十61一一『一〃.〃
           1126'19ア267単_ア。;1h椛02.18]ユ欄.01-2引i鑑少・llI一一51■引一〃一〃            ・1.

水

 図21966;1'1・割18の温度刺戟例  供試I材料

小生省.受精率
 。じ含
 告沁.`.』。連続放精

♂=5

'♀=6

82.第

 温ダ・ぎ一撃紬卵
ノ.

 二._二二/・

 、
I

 ソL二
 {"{〃伽〃か〃1ムーm時分



 1966,1-1,26の温慶刺戟例.一供試材料♂=2

 卵発生に'よってそれそれ.14万・2万gVe■ig帥が得られた㌧

 3く癖花幼生～稚貝廟盲

 人為刺戟で誘発されたクロ7ワヒの受精卵(卵径0-2.2榊)は・1時間15
 分で第1分裂・1時間45分で第2一分裂・2時間3.5分で露さ分裂・'4時間30
 分で第一4分裂、6時間20分で“om■a呂tag邑、10.時間でga帥m■a日tage,
 18～・2q時間でtrochophorG幼生となり浮漉し・更に24時間目には殻長

 012ア棚の冊ユig8rに発生した。これらは各種飼育試験(餌料種別・水温州{
 室内、野外での比較試験)を行うため∵前記各水槽に1cc当り2～5個の割に
 幼生を岳臼tした。
 ※露料種別飼育苧験(浮潴潮}初期稚貝)

 現在では浮流期の餌料は不可欠のものではないときれ、沈着生活に入ったと
 きに壁面に餌のあるととが必要で、ごの餌料種に付着性のあるP1舳ymna冨:・

 Oha・8tocerosoimpユ日xが広く用いられるようになってきたが、今回.はこの
 2種の餌料にPha80蝸。ty1{醐t「ico「nutu棚.、Nit朋。bia、.Natu「孔ユ

 岨atomの5種を浮渡期より与え、59日間にわたって稚貝の成長、歩減りに
 ついて観察した。その結果は表3、表4となり最終的ほは成長でPユaty㎜ona・s.

 を用いたものが殻長平均313鰍に達し、生残率では天然の付着硅藻をつけた水
 槽で飼育を続けたものがア0第で最も城績が真かったが、これまでの結果を要

 約すると次のようにな'る。

 ⑦浮游期～沈着初期の11日間に各水槽共に隼残率が12～24系に激滅し
 この期間の減耗がかたり大きい日また、懸北後8目目・までには餌料種1こよる
 成長の差は殆んどない。

 ㊥懸北後18目目には餌料種によって成長、歩留'りについて差違が認めIられ

 特にP坤ty岬nasでは、生残率ぽ低いが生き瑳つたも9』成長が良い{また



 歩留りについては。hae{oceros,珂a加ra1血iatomの水槽が13～16第で
 残りは全て10第以下に低下している。

表3  幼生～初期稚貝の餌料種別の成長(孵化月日41,11,18)

      工皿皿wV

      刀%.測罫壼1I定種月月1日殻長×殻巾殻長×殻巾殻長浜殻巾殻長X殻巾殻長X殻巾
      41,11,23300×%8301x265296×254298×260300x265

      "11,26388×310400x334334×292341×293354〉(299

      "j1,29541×468502×421402×324420×3'28一476×391

      〃12,61,023×91ア653×585598×51665アx572846×784

      〃12,91,120×1.013ア64×678684×612732×6b886ρ×790

      〃12,191,550×1.3601,090×992851×ア4ア923×830998×905

      〃㍑2,262,010×1.ア801,420×1.290.1,180x9801,320×1.1201,440×1.280

      42,I1,62.8ア0×2.3201,980x1.ア201,470×1.2ア01.8ア0x1.620'2,190×1.850

      ⊥」竺巾…1…1,550×1,3402,180x1.8002,810x2.390 、一正7王…1…ll・…1…
表4  幼生～初期稚貝の餌料種別の生残率

           I皿皿wV

           測定月目生残数生残率生残数生残率生残数生残挙生残数生残率生残数生残率

           41.1ザ/9当初昌eむ数1.0001001.0001001.000一11001.000100柵I0-0-i100.
           41,11,291801821021120121401424024

           〃",6'888.815513.5292.9787816016

           〃1・2,197474898.9222.2535.3848.4

           "12,26686,870一Z0191.9484.8808-O

           42;1,、6444.4434.3141.4333.57575

           〃1,一16363.6404.0121.2313.17070

 』ア
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一

           翠.測角口垂下頭音4112.20421.I141.%2-17。。。13.144.12一1.1。61イ1
           生残数1222211一一`

           S4112月9日殻長1.02.23.43.85.26.6'一一

           I

           生残数1003232221918866

           S41i12月20日殻長0.81.21.4。・;2.アと。551909.5

 ⑤斯様に餌料極によって成長、歩留りにかなりの差違が認められたが・種類
 によっては餌料の過不足やこれに起因する水質の異変等も考えられるので・
 今後更に各釦料種別に適正密度とい弓卓たづいて追試の必要を感ずる。

 θたおごれまて1の試験から大量種苗を育成する狂めの初期稚貝の餌料として'
 はP■atymonasの培養が容易であることい.更・・に投餌後もかなり長期に着生
 が認おられること等から最適穏と考え。られた。・

 ※・二1海面飼育について.一'

 将来大量種苗を育成するための一方法として、室内や屋外の陵上水槽で人工
 採坑亡、この暖化した大量のVe■ig8rを直接叉は逐次海面に展開採苗する～二
 とが毎策と考えら地たので、今年度は12月9目、'12月20日に夫々40個
 (殻長0.63鮒)、100個(殻長O.72鮒)の稚貝を5石ピー.カーこ入れ上

 蓋をパイ1ノン網の180メッシュで被い垂下飼育を試みた。なお、3月23日

 :4月12口:5月一16日には殻長3～19掘州こ成長した稚貝を154ポリバ
 ケツ(穿孔径1～31胴)5個に100～400個あて入れて桜島水族館外池に
 垂下飼育した。

 ごの付着初期の稚貝を海面に出した結果は次表・のと始りと汝った。(単位π腕)

 12月20口('艀北後32口目)殻長0,8鰍の稚貝でも海面飼育に移すこと

 も可能で、殻長4醐までに18第の歩留りがあるということは今後更に移し出

 す時期や飼育糟の改善を計ることによってかなり歩覆り、成長談良くすること

 が出来ると推定される。な。お今年度?飼育例で最も成長の早かったものでは・
 艀化38口肩には殻長2.ア鰍に達し第一呼水孔が完成し、66日目(1月23

 属)には6.6鰍:105口目(2月2口)Z9棚:.125口目(3月25日)

 には11・6脚:143日目(4月12口)には13・8鰍=1ア7日目(5月16.
 口)には190棚:203日目(6月11日)には21.8脇に成長している目

 なお、これら人工採酋した稚貝の申から1,850個(S4.0,190個:S41.
 1,660圃)を6月12口甑島の星村、浦内両漁協地先ピ標識放流を行なった。

 終ワに・本県のアワビの水揚高調査の軍料は農林統計資料を基礎に再興会並
 びに福永、内藤、豊留各県水産業改良普及員の・御協力を得て修正を討つたもの

 であることを断ちつて持きます。..1ピ
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 山5月の・.漁、海況概翠

漁.'一業一部

 6∴各色黒潮流域は屋久、穏子に接岸ρ傾向余みられ・・.・薩南海域てば5月上旬
 嘉溶融を除いて例年よ1高目に辱し牟。.・月に蝉沿擦域でも水温一の急荊墨か
 みられ、鋤的に例年より1～・℃高目ξなつ走。.近海〃オ漁か・月中下旬
 より好転し、漁場も・月にはいり極子、。屋久近海への11直上がみられ・同海域雫申
 .心に好漁が舳たが搬ず・月末に!1漁場は七畢各域㌃分叫が・坤は一一
 3.6=00屯'こ昨年並であった。

 。鮒弓、～る水揚は北薩、薩離域.とも昨年と大差はながら牟が・.非薩海域では
 昨・年同模アジ主体で豆アジは少な.く、叉種子・屋外近海の手パ1ナb漁は前月間・
 歳1低調三あつたが、5月下旬の宇治近海で・の中一小サパ主体(マサベか大部一分と思
 われる〕の好漁が,み.られ同海域で漁獲き雌サ!・は娩崎港ではサ伸水揚(・一1・
 屯)の2ア男を占めており、亡のため水揚盤とし一では前年同輝よち大きな減少は
 みら桐・ていない。叉、屋久島近海のサバ天秤釣漁況も低調を続け・魚種組.鮎未
 申サノ主体で前年多かった中小サパ時.殆んどみられ。ていないごとは;曳旋'網に一よ
 る同航海のサ岬低下!1もに注目ヤ現一雫.で洲.。
 業種別・漁港別水揚状況(42年5月)'(牽位占)

            一■一一一

            昨年同期臨獲一鑑

            ■'i虐稜近海旋網一一一I漁港南久摂サ.パ'ウルメイワy一一カタクチイワシ36,3マイワシムロアジ他            ○山L入港・・隻数大4石'一■I■中57漁獲量^■一一3637一一142.5アジ             90.00.31.63063             坐            21ア566.9ξ一8280幻1399}一            』・^561.532.92ア3

            枕1時82一1.21ア0130.39ア4.10.6460'一65.81,442,9
            串木野43360.71.03%324.8

            含・計2ア02.1五5.61¥1一一2.3ラ0.552.1188.22493.9            .=一■。.

            枕.1騎大。?0596,91,171.0
            大'03399†602.2

            ニニ坦小1061218-3÷1,452.0
            山刀ト1752,388,72,183.9
            .合計3114,544.05.4091
            鹿児島43.23.2う087'

            一一一1サパ約一一■八田網綱久梗33.12,70.433.0            枕・崎45.4「5.五

            山.〃34=573ぽ321.2''
            内之浦一?..2.82お
            枕崎約2000ポ1.7カツオ86第ヨコワ師7戸6男9き

            曳・縄山〃3413,3・`4系シビ19第偉1ア第1ラ.1
            ヨ内之浦22.8〃5ろ第〃手3男〃11男

 一10.」



 矢白・置雀晃預町(5月分)

養殖部

 ○旬別平均水温・比重(満潮時、表面)

＼  水温℃比重δ15

1本年前句差前年同期差平年差本年前句差前年同期差平年差
上1964+1.53+0.94+0.9425.93+0.60

 中21.01ギ1.3ア十'0.86+1.2925,41-0.52

 下11211・5+0.・4+0.28+05912661け1-20
 月平均1'20.ア4+3.96+0.52+0.90!25.98+0.51

 一0.4ぢ十0.アOl

#蕪
 ○水.温

 19～23ての聞で変動し、各句ξもに平年より高めを示した日月平均水温
 は20.アーCで、前月より約4・℃昇温し、前年同期、たり約0.5℃高め、平年水温

 より0.9℃高めとたった。
 ○比一I重

 上・中旬峠平年辛かや』商あ・下句干ま高めが続いた。月平均比重は26・0と
 .前.月より0.5高めとなり前年同期とほ史同じ、平年値より0.ア高めを示した。

 包5月の水温パ比重・

 ∵温∴!∴
 ,、・㌧ノ戸へ・伽...、本年
/_平年

 仁∴、

 l1二ニハ∴一一∴一
 一・!㌻㌻!∵

2孕

1`

 !o-11一コ。  坊・白



 漁場観測速報(4月分、5月分)

養殖部

 ※且月分

 I旬別平均水温

         旬観測値里I水成川福         .■.一.一一■.'一一一一一II■一一L''一山山一一一
         別最高最低最高.最低最高最低

         上一172316.7016.30!5.33

         申一一18,421ア52         下(欠測)196518.9016.9615.74I、、、。㌦アr
         I■

         月平均1          118.431ア80・         一''一一一

         璋一ドボll÷≒云         1

         前年差I          一〇.08十1.10
         一■

 ○水成川の平均水温は1ア80～1&43℃で、前月よりも最高で….04℃
 最低で1.93℃高くなつ。ている。また、前年同期と比較すると、最高では・五。
 2.2ア℃とかなり低く、最低でも1,4℃低くなっている。

 ○福山では最高水・温の平均が1ア50℃、最低の平均水温が15.93℃であ

 り.、こ.れあ前月比較では最高で斗0.近℃、最低で一0.6℃で大き次変動はな
 い。瞭年同期に比べると最高では殆んど変らず、最低で約1℃高くなってい

 る目

 ○長崎海洋気象台の5月上旬の西目本海況旬報によるとぺ東シナ海の水温は
 や≒上昇レ・平年に比べると九州沿岸附近幸はや土低目・台湾附近から北上
 した暖水と大陸沿岸水との境界附近は暖本と冷水が入りみだれて複雑た海況
 を呈している、水温は今後とも上昇を続ける見込みである口

 ]I一撫挽
 /、里(欠測)

 、小木碑4.
 総漁箪軍は二311-844一侮で・魚種恥にはイセエビが843初て全体の2&5
 名、瀬魚が763佃で全体の24第.、キハダ(シビ)667切で21系、そ
 あ'他カツ才二、.コダイ、ツキビガイなどである。.
 また総漁獲盤は前月よりも696侮余り増え・ツキビガイの水揚げが大巾
 に減少し狂他は、瀬魚、イセエビなどが増えている。昨年同期と比較すると.
 絵漁獲量は480細増え、魚種別にみるとカツオが本年は減少し、瀬魚、イ
 セェピなどが昨年よりも増えている。

一12一一



           旬別上中下           魚種有為目数延出漁毒1船数漁獲盤有為・日数延出漁船数漁獲壷有為日数延出漁総数漁獲量一.漁獲量.計
           イセエビ1037680.492211ろ.5615490842.9

           騒魚93035b.6jア1ウ28〔L625131.67628
           キハダ;184ア2529620.06672

           カツオ210163615475211.1

           小ダイ210.一5る.5一29青%96.1

           月日見12・28.03440.92224.393-2

           イカ272Z211.138.3           その他3958.ア621111.1十一、1303,04728
           計25851,144.93094813-4?ア961,226.13-184.4i

※

I

5月分

.旬別平均水温

       里水成川福・一山

       観?別警1像上最局I■=一■.I]'最低一■■一.一一一I''^最轟援低.       2斗二…琴。讐、葦21.6320.1g
       中20.95197020,591Ig6624.0520.67

       下21,36198-420.7320.0822.0819.84

       .月平均20.81195820.6019ア622,5320.21

       .前月差i^十2,1ア十1.96十5.0ヨ斗4.28

       前年差一0.5ア・一0.43一'i.24一0.01十0.45一1.36

 ○里の平均水温は1958～20.81℃、4月の観.測がないので前月との比
 較はできない。前年同期と比較.すると最高、エ段低ともに約0.4℃程度低くな
 っている目

 ○水成川では平均卒温19ア6～20・60℃で・前月よりも2℃前後高くな
 って摺り、駒年同期に比べると最高水.温で約1℃低くなり、最低では殆んど
 変らない。

 ○福山では最高水温の平均が22・53℃・最低水温の平均が2q..21℃で、

 一.13一・



 これは前月より・も最膏.で苧℃高く・最低で4℃高くなっている。
 ○各舳水温は前・青より声や・低目にたっているカ1・各地とも・月雌次第
 に水温は上昇し始め一・殊に琴奥部の福山でほ前月か苧・4}5℃も急上昇kて
 いる。

 ○長崎海洋気象台の6月上旬の西目本海況旬報によると・1束シナ海の表面水
 温はひ.きつづきかなりの上昇を続時ており一、とくに大陸棚上では前句叶…比べ
 約2t前後昇温している。このため大陸棚中都では表層と底層の水温差がま
 すます大きくなり、その値は10℃を越している場所も見られる。今後の水
 温は圭だしぱらくの聞かなり昇温を続け岩見込みで、沿捧や内湾では赤潮や
 =重潮などの発生するおそれがありますから注意を要する。なお・今ギの下
 旬頃からは温度上昇率が小さくなるものと考えられるとのことである。

皿漁況

 /、里村

 総漁獲量は56,267比9で、魚種別にぼキビナゴが31.00.0佃で全体の
 55系、瀬魚が24,809切で全体の45系、その他アジが500海となっ

 ている。
 前年同期に比較すると総漁獲量は約23,000侮増え、魚種別にみると・
 キビナゴが約8,000侮以上増獲になっており、瀬魚も1-8,000侮余り増
 獲とたっていろ。

            ■一

            句別上中下            魚種有為日数延出漁船数漁獲量有為目数延出漁船数漁獲量有為目数露出勤漁鰹漁獲。量計
            キビナゴ1291.29432470063ア42265530-958

            瀬魚3665.04349864335531333324.809

            アジ一11500

            計・ア・;・刊・i12313-939一'一一.8一一.一一1127500。。。;石;。。
 2、水成川

 総漁獲量は6-528切で、.魚軍別にみるとカツオが4367梅で全体の
 ・.7第・キハダ・9・佃そ・第・その他タイ・キビナゴ・月日見・.イカなど
 となっている。

 一前月と比較すると総漁鰯で・一・p0一侮増え・主た魚種別の紬では・カ
 ツオが4,000佃余り増獲になっていることである。

 なお、前月に角00佃6水揚げ⑳あつたイセエビ・は5月から嚢漁期に入っ
 たゐで、イセエビは水揚げの申から姿を消した。一
 また、昨年同期と総漁獲箪は大差はない回

一14山



           色別上申下           魚種有為日数延出漁船数一漁獲量有為目数延出漁船数漁獲畢有為日数延出漁船数漁獲量漁獲鍾計
           カツオア・ア52,916.0766.451.44,367近

           キハダ6`229332.30986391.9

           タイ423895850215-131244.43470.

           イカ313206.ア2067

           キビナゴ1二■7802662ゐ140.6

           月日貝2344.25685,112ア3

           瀬魚11.20.71135.725423987

           フカ1・1き4」

           その他ア44292二99565言0.35201。広
           計2ア2083,656.6292052241.22口6062986.52ア6

 業務・概況

画
 ト.ピ無利用試験

 前月に引続き新規利用法としての茶漬理晶二爆裂晶、みりん手製品の調味法
 並びに企業性につき検討L.たロー(担当者藤E目・外)
 キピナ酢漬製晶

 上記製品の処理方法別商晶形態、並びに調味酢の配合別食味等にっき製法の

 検討を行なった・.(担当者木下・外)
 フカ原料学調査
 ねり製品形成能に及ぼす各種フカの原料学的調査を継続実施中。

(担当者是枝.外)

一一15出



 ○アワビ稚貝標識放流
 6月12目に昭和40,41年度に室内採苗したクロアワビ権.貝1,850個
 (昭和40・年もの190個、殻長3.6醐、昭和41年'もの1,660個、殻長
 0.6～2.1㎝)を甑島の里村、浦内両漁協.地先海岸k標識放流を試みた。

b

 イセエビのワイロソーマ飼育

 5.月18目に特採Lた9尾の抱卵エビを桜島水族館に豚化までの管理を依頼

 中唯あつたが6月1苧日,21日,24日それぞれ艀化したのでこれを桜島水
 族館外癌と当実験室内水槽で飼育試験申である。
 ノリ関係

 5月2-9～31日九州、山口各県本試ノリ部会出席(出席者豊田,新村)

 6月9日,23目ノリ品種試験調査`:w.ルバアサクサノ』は肉眼的葉体が9
 目には観察されたが、23日には認められなかった。

6月20日糸状体培養指導(谷山)

 6月7目算繁貝のフジツボ防除試験としてパールコート及ぴパロ1/A.を使

用(西桜島)(担当者前田)

 アコヤ採苗調査

 片浦湾、浦内湾、三船湾、伊唐湾で前月に引続き調査中て1、片浦湾では5月
 29日・6月10日約700束の杉葉を吊.下げた。6月16}1ア日片浦湾内
 20定点のフIラングドン採集を行なった。(担当者瀬戸口)

多毛類病害調査

 5月31目半根、6月2日海潟、6月6日福山各地先の3年貝、2年貝を

 59個以上鎧』ぬきとり・貝殻内面の症状を観察したほか車体をとり過し生死
 状況を調べた。(担当者瀬戸口)

 クルマエビ放流事前調査

 6月19～2C日栽培漁業センターにて種苗生産されたクルマエビの放流

 地点の事前調査を東串良町柏原地先にて行次った。(担当者椎原)

 ○モジヤコ種苗化試験:西桜島6月2日終了。(担当者九万田.弟子丸)

 ○ハマチ入工餌料委託試験二海潟オリエンタルこう母工業が森元銀造氏に委

 託したハマチ試験を6月15昌開始。(担当者'1畠山.九万田.荒牧)
 ○ハマチ養殖指導垂水、桜島、頴娃等ハマチ養殖業者の指導旦=

 ○ブIリ養殖適地調査6月22～25目

 飯島鹿島村平瀬崎の養殖予定地炬ついて調査。(担当着畠山,九万田)

一匿二重.
 ○照市丸

 6月1日～10目

○かもめ

 6月3目～20目

漁海況海洋観測

 貝、エビ類分布調査(吹上沖～串木野沖)

一16一
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 §矢島分場.・'.、
質
 。6.月5日.、41年度会計事務藍壷の烏川畑委員(県議)、中野委員、塚田
 監査奏.員事務局長、中間監査第三係長、梶原主事来所。

歴
 0カツオ撫況

 6月上、中旬はシビ中朝が主体・であったが、下旬以降大判の漁獲が見られ

 るヰ弓になg・大島新蕾換・横苧西曽根が好漁をなしている。餌料漁業は北
 大島地区は名瀬湾、大熊沖、竜郷湾、南大島地区は俵小,島周辺、焼内湾で平I
 年以上の好漁、をなし、来潴.魚群も多いので現在のところ餌料の不足は考えIら
 れない。

藪
 。.加二〔場備晶整備.
 .。ウニ加コニ試験
 塩漬後水切したウニ液と酒粕を利用し一でねりウニ試作目.

 ○ウニ加工指導

 名瀬漁脇の要望により名瀬市て…ウニ加工指導。

至
6月2日.

 41年マベ稚貝1,200ヶを協会へ売却口残295ヶ(SL96～65協
 AVア8.65一覧XSH67間'40彫、AV54.50協一xHL109～57雰

 AV94.80瑚)当初沖出し.2,445ケ、前回迄1-501ケ、今回1.4-95

 .ケで当初沖出しか.ら61-1第、前回から996系の歩留りである。
 6月17～28目

 I⊥旧県採苗センター、岡山水試、瀬戸内漁培センター、神奈川水試等へ先
 進地視察。

竜美短信

 §航空機初搭乗の記
 42年4月28日、私はこの目を一私の航空記念日としている。

 一島民の感激の綴方と御笑覧くだされぱ幸せです。

 4,5日前から私は皆さんから色べと冷やかされ、激励をうけた旦チヨツピリ事

 一1アー



 故のことも頭をかすめたが、私の胸は快適と畢昧下一杯であった。この目午前台
 時20分古仁屋発名頓着12時。空・港連絡の大型バスIで名瀬午后1時20分発空
 港間2時20分着。6時間経過であZ;。空の旅ならゆっくり休んでも鹿児島二往

 復できる時間である。`
 奄美窒港は節田部落から北東400mあ所、大平洋沿岸にある。田、畑、かん木
 あ原野地帯に施設した凡そ4万坪という弓空港西南の丘?にしよう酒なターミナ
 ルビルが建っている。その手前エフロγ2,823ヲ1～、誘溝蹄1一ア29mユ、滑走路
 1,360m、巾.員一90班;が北東に走っている。大平洋が一海辺を洗う所松林?が自
 然の防波提となっている。この地形、地の利、まことに羨望にたえなか・った。
 この頃から小雨が本降りとなった。少し風もて、きた。旅客室は6、ブ.0名で満員
 大部与乗客と見えた。天候と整備のため私たちの搭乗機2便524便も」詩閻選
 れた・午后4時30分発である。下戸一11目60入棄りのとこ手15.6名の旅
 客。私は一番弗きに搭乗した。かねて聞いていたとおり後部窓際の座席をとつ牟。、
 お隣りは空席である。恩ったより広く座り心地もよい。前方赤いランプ、ステ子
 ワーデスの注意でパンドを締めた。工=・チンがうたりだしたので一寸耳をふさい

 だ。誘導、滑走をはじめた、スッと景色が消えて行く。時速400五捌・(高遠4ア0一
 助)。私は窓に顔をくっつけて外界を眺めることにした。くん一くん上昇する。爽

 快である目忽ち、青黒い森、島、海。白く砕ける海・岸を眼下にした一。雨はあるが

 鮮やかに美しい目次第に爆音も気にならなくなった。たいした振動もな{・。不幸
 もな1、・。窓から顔を離して見廻Lた。反対倒の座席に青年2入。1人はタバコを

 吸っている・私は少し気にたつ走。勅方右手に非常扉と赤く蕾いIであった。我千
 は空中でこのま』飛びおりるの・か、一寸考えた。船のように吐がく続く振動はな

 しソ.私は座席備付の航空路図と時計を見合せた。航空機の位置を当推量した。雨
 は。をい。既に白い雲山の中にある。翼の切目からはるか下界に時折キヲリキヲリ
 星のように小さく光るめ・が見えた。それは何か、これが名にし負う七,藍灘の荒波一

 .である日不思議なおとぎぱなしの世界にIある気持である目名に大平洋・左に。東,支那
 那海、さっぱり視界にれ・。トカラ列島も見えない。午后5時航空路の半分、ヒ

 'の頃すつかり灰白色の霊界に突入Lた・薄暗い感じである目爆音も何か重苦し㌧・。、
 これはひどく不気昧である目落度3-000m?でもある弓か。、眼の前に翼かゆ枠
 て見える。開聞岳・桜島もついに逸した。午盾5時50分眼下に鹿児島湾が見奉
 そして消えた口35分、赤}青の碁盤目の市街が実に美しい。素晴らしい目36

 分着陸体勢の声かか」る。下降の気配、何の動揺もない。38分、^0分、吉野

 台地がぐっと追ってくる。午后5時45分漕陵した目あつけなかった。鴨池空港.
 はかなりの雨だった。巴里の灯たらぬ東洋のナポリ鹿児島の灯があった。
 日本復帰がなければ、奄美大島には例え平和的にも空港は生れな力・ったと息づ目
 空'港施設は、日本復帰所産の白眉と辛されよ弓。

(尾碕)
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